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転ばぬ先の　
　法律相談

医院経営

感
染
対
策

　

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
で
は
、

感
染
者
の
早
期
発
見
・
保
護

　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
終
息
が
見
通
せ
な
い
も
と
、
患
者

や
医
療
機
関
の
暮
ら
し
と
経
営
を
守
る
た
め
に
、
協
会
は

12
月
15
日
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
強
化
や
医
療
機
関
支

援
、
患
者
の
受
診
抑
制
を
防
ぐ
対
策
、
審
査
・
指
導
の
改

善
な
ど
56
項
目
に
つ
い
て
大
阪
府
に
要
請
し
、
小
澤
力
理

事
長
は
じ
め
役
員
、
事
務
局
12
人
が
参
加
し
た
。

を
目
的
と
し
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
数
を
抜
本
的
に
拡
大
す
る

た
め
の
公
費
検
査
の
拡
充

や
、
医
療
従
事
者
や
高
齢
者

施
設
、
教
育
機
関
を
対
象
に

し
た
社
会
的
検
査
の
拡
大
を

求
め
た
。

　

府
は
、
医
師
が
検
査
の
必

要
を
判
断
し
た
場
合
に
公
費

負
担
の
対
象
と
す
る
従
来
の

や
り
方
に
と
ど
め
、
公
費
検

査
の
拡
充
に
は
後
ろ
向
き
の

姿
勢
を
示
し
た
。
ま
た
、
ク

ラ
ス
タ
ー
対
策
と
し
て
無
症

状
者
へ
の
検
査
は
効
果
が
限

定
的
だ
と
し
て
、
希
望
者
へ

の
検
査
拡
大
を
否
定
し
た
。

　

医
療
機
関
支
援
で
は
、
患

者
の
減
少
や
感
染
対
策
費
が

医
療
機
関
経
営
へ
の
打
撃
と

な
っ
て
い
る
と
し
て
経
営
支

援
策
の
充
実
を
求
め
た
。
府

は
、
国
の
支
援
金
が
あ
る
と

し
て
府
独
自
の
支
援
制
度
の

創
設
に
つ
い
て
後
ろ
向
き
な

姿
勢
を
示
し
た
。

審
査
・
指
導

　

審
査
・
指
導
で
は
、
被
指

導
者
へ
の
威
圧
的
な
態
度
や

人
権
を
無
視
す
る
か
の
よ
う

な
対
応
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
技
官
や
事
務
官
の
質

の
向
上
に
努
め
る
よ
う
要
望

し
た
ほ
か
、
診
療
内
容
に
つ

い
て
患
者
へ
強
引
な
聞
き
取

り
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
に
触
れ
、
調
査
手
法
の
あ

り
方
を
質
し
た
。

が
参
加
し
た
。
同
講
座
は
ウ

ェ
ビ
ナ
ー
を
用
い
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ

講
習
会
と
し
て
開
催
し
た
。

　

佐
藤
氏
は
「
超
高
齢
社
会

で
全
身
に
問
題
を
抱
え
る
患

者
へ
の
対
応
や
難
症
例
へ
の

義
歯
治
療
が
求
め
ら
れ
る
」

と
説
明
。
「
新
製
で
は
な

く
、
適
切
な
調
整
・
修
理
・

リ
ラ
イ
ン
が
重
要
と
な
る
」

と
解
説
し
た
。

　

佐
藤
氏
は
、
写
真
や
図
式

で
症
例
を
示
し
な
が
ら
、
▽

簡
単
で
効
率
的
な
適
合
・

合
の
検
査
、
調
整
▽
装
着
、

撤
去
が
し
や
す
い
義
歯
▽
パ

ー
シ
ャ
ル
デ
ン
チ
ャ
ー
の
維

持
力
の
的
確
な
調
整
―
―
な

ど
、
義
歯
治
療
を
効
率
的
に

お
こ
な
う
た
め
の
「
教
科
書

に
は
書
い
て
い
な
い
コ
ツ
」

を
解
説
し
た
。

　

ま
た
佐
藤
氏
は
、
口
腔
機

　

臨
床
学
術
部
は
12
月
12

日
、「
美
し
い
義
歯
調
整
〜
簡

単
で
効
率
的
な
コ
ツ
」
と
題

し
、
生
涯
研
修
講
座
を
開
い

た
。
佐
藤
裕
二
氏
（
昭
和
大
学

歯
学
部
高
齢
者
歯
科
学
講
座

主
任
教
授
）
を
講
師
に
84
人

大
阪
市
南
部
地
区

　

大
阪
市
南
部
地
区
は
、

「
当
科
に
お
け
る
口
腔
外
科

診
療
に
つ
い
て
〜
コ
ロ
ナ
対

応
も
含
む
〜
」
と
題
し
て
12

月
19
日
、
講
習
会
を
開
き
34

人
が
参
加
し
た
。
石
原
修
氏

（
大
阪
急
性
期
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
歯
科
口
腔
外
科
・
主

任
部
長
）が
講
師
を
務
め
た
。

　

石
原
氏
は
、
上
顎
臼
歯
部

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
の
問
題

点
に
つ
い
て
①
皮
質
骨
が
薄

く
、
海
面
骨
密
度
が
低
い
場

合
②
上
顎
洞
と
の
関
係
と
し

て
、
上
顎
洞
前
壁
ア
プ
ロ
ー

チ
（
サ
イ
ナ
ス
リ
フ
ト
法
）

及
び
歯
槽
頂
ア
プ
ロ
ー
チ

（
ソ
ケ
ッ
ト
リ
フ
ト
法
）
に

―
つ
い
て
解
説
。
対
合
歯
で

あ
る
下
顎
臼
歯
部
が
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
の
場
合
に
対
し
て
、

天
然
歯
の
場
合
の
方
が
上
顎

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
残
存
率
が

高
い
こ
と
な
ど
を
示
し
た
。

　

サ
イ
ナ
ス
リ
フ
ト
法
後
の

脱
落
要
因
と
し
て
、
鼻
腔
側

壁
の
粘
膜
剥
離
が
不
十
分
な

場
合
が
あ
り
得
る
と
し
、
術

後
の
粘
膜
の
浮
腫
を
抑
え
る

の
に
、
コ
ー
ル
タ
イ
ジ
ン
点

鼻
液
も
有
効
で
あ
る
と
紹
介

し
た
。

　

院
内
感
染
対
策
と
し
て
、

１
人
の
患
者
毎
に
５
回
の
手

洗
い
を
励
行
し
た
。

 

（
平
野
区
・
安
積
中
）

能
低
下
症
に
つ
い
て
検
査
結

果
を
も
と
に
し
た
指
導
・
管

理
が
重
要
で
あ
る
が
患
者
へ

の
説
明
や
管
理
が
難
し
い
実

態
を
踏
ま
え
、
検
査
結
果
か

ら
口
腔
機
能
年
齢
を
算
出
す

る
独
自
の
手
法
を
紹
介
し

た
。
計
算
フ
ォ
ー
ム
や
管
理

文
書
は
同
大
学
高
齢
者
歯
科

学
講
座
や
日
本
老
齢
歯
科
医

学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
さ
れ
て
い
る
。

府　

コ
ロ
ナ
対
策
の
強
化
に
消
極
的

医
療
機
関
支
援
の
拡
充
を
要
望

21年大阪府
交　　　渉

口
腔
外
科
テ
ー
マ
に
講
習
会

し
て
お
く
方
が
無
難
で
す
。

無
期
転
換
を
避
け
る
た
め

に
、
申
込
権
が
発
生
す
る
前

に
雇
止
め
を
す
る
こ
と
は
、

Ｑ
：
１
年
契
約
の
パ
ー
ト
の

ス
タ
ッ
フ
か
ら
無
期
雇
用
へ

の
転
換
要
請
が
あ
り
ま
し

た
。
ど
う
対
処
す
れ
ば
よ
い

で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
契
約
期
間
に
定
め
が
あ

る
（
有
期
雇
用
）

従
業
員

を
、
通
算
５
年
を
超
え
て
更

新
し
た
場
合
、
従
業
員
か
ら

申
込
み
が
あ
れ
ば
契
約
期
間

の
定
め
の
な
い
（
無
期
雇

用
）
契
約
に
転
換
さ
れ
ま

す
。
ご
相
談
の
ス
タ
ッ
フ
の

場
合
は
５
年
を
過
ぎ
れ
ば
、

契
約
期
間
中
い
つ
で
も
申
込

み
が
で
き
ま
す
。
使
用
者
は

申
込
み
を
拒
む
こ
と
は
で
き

ず
、
現
在
の
契
約
満
了
日
の

翌
日
か
ら
無
期
雇
用
に
な
り

ま
す
。
申
込
み
は
口
頭
で
も

可
能
で
す
が
、
書
面
を
交
わ

労
働
契
約
法
の
趣
旨
に
照
ら

し
て
望
ま
し
い
も
の
で
は
な

く
、
慎
重
な
対
応
が
必
要
で

す
。

　

無
期
転
換
後
は
、
特
に
定

め
が
な
い
限
り
雇
用
期
間
以

外
の
労
働
条
件
は
そ
の
ま
ま

引
き
継
が
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
無
期
転
換
す
る
と
、
就

業
規
則
等
で
事
前
に
定
め
て

い
な
い
限
り
定
年
が
あ
り
ま

せ
ん
。
就
業
規
則
が
存
在
し

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
無
期
転

換
の
時
点
で
労
働
契
約
書
を

作
り
直
し
て
お
く
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
有
期
か
ら
無
期
転

換
し
た
従
業
員
と
最
初
か
ら

無
期
雇
用
の
従
業
員
（
い
わ

ゆ
る
正
社
員
）
と
で
労
働
条

件
が
異
な
る
場
合
、
無
期
転

換
従
業
員
の
納
得
が
得
に
く

く
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
将
来
の
無
期
転

換
の
申
込
み
に
備
え
て
仕
事

の
内
容
や
責
任
の
範
囲
か
ら

み
て
、
ど
の
よ
う
な
労
働
条

件
が
よ
い
か
あ
ら
か
じ
め
考

え
て
お
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま

す
。 

（
弁
護
士
・
楠
晋
一
）

第23回 パートスタッフが無期雇用を希望

更新５年で権利発生　労働条件の見直しも

イラスト・辻井タカヒロ

21・22年度　第10回　理事会報告　2022年１月８日
【この間の取り組み】
・ 新型コロナウイルス感染拡大への対応や指導問題について、大阪
府と交渉した。歯科医療機関への独自支援や、患者が歯科医療機
関を受診しやすいようにするための施策を求めた。
・ 国や自治体に対して、医療機関の減収に対する支援や衛生用具の
安定供給、医療従事者を支える支援策の強化を引き続き求める。
大阪市との交渉準備中。
・ 75歳以上の医療費窓口負担２割化の阻止へ向け署名運動を進める
（６月まで）。

【診療報酬改定関連】
・ 次期改定内容について討議した。大阪国際交流センターで会員限
定の新点数説明会（３月21日）を開催する。
・ 政策学習会「歯科報酬改定の最新情報」をテーマに開催する（２
月12日）。
【憲法を守る運動他】
・ 総選挙後に強まる改憲策動に対し、改憲反対署名に取り組む。

　

２
０
２
２
年
度
の
政
府
予
算
案
を
審
議

す
る
通
常
国
会
論
戦
が
始
ま
っ
た
。
一
般

会
計
予
算
案
は
１
０
７
・
６
兆
円
で
過
去

最
大
。
巨
額
の
税
金
を
計
上
す
る
も
の

の
、
肝
心
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

は
極
め
て
不
十
分
で
あ
り
、
従
来
通
り
社

会
保
障
費
の
抑
制
を
続
け
る
中
身
と
な
っ

て
い
る
。
命
や
健
康
、
生
活
最
優
先
の
予

算
案
へ
組
み
替
え
る
こ
と
が
当
然
で
あ

る
。

　

社
会
保
障
予
算
で
は
高
齢
化
に
よ
る
自

然
増
分
の
２
２
０
０
億
円
を
削
減
。
診
療

報
酬
改
定
は
５
年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
改
定

と
な
る
。
コ
ロ
ナ
対
応
に
疲
弊
す
る
医
療

機
関
へ
の
診
療
報
酬
上
の
特
例
も
打
ち
切

っ
た
ま
ま
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
露
呈
し
た
入

院
体
制
の
脆
弱
さ
を
反
省
せ
ず
、
病
床
削

減
の
推
進
も
見
直
し
は
な
い
。

　

そ
の
上
、
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
す
る
国
民

に
負
担
増
や
自
己
責
任
を
求
め
る
。
10
月

か
ら
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
医
療
費
窓
口

負
担
を
２
割
に
引
き
上
げ
を
予
定
。
失
業

や
収
入
が
減
少
し
た
個
人
や
零
細
事
業
者

へ
の
給
付
金
も
予
算
化
さ
れ
て
い
な
い
。

　

政
府
は
「
財
源
不
足
」
を
理
由
に
し
て

公
衆
衛
生
や
社
会
保
障
費
を
抑
制
す
る
一

方
で
、
防
衛
費
は
５
兆
３
６
８
７
億
円
を

計
上
し
、
８
年
連
続
で
過
去
最
大
を
更
新

し
た
。
21
年
度
補
正
予
算
と
合
わ
せ
６
兆

１
７
４
４
億
円
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
１
・
１
％

と
な
り
歴
代
政
権
が
目
安
と
し
て
き
た

「
１
％
枠
」
を
超
え
た
。
「
敵
基
地
攻
撃

能
力
」
の
保
有
を
既
定
路
線
の
如
く
戦
闘

機
や
巡
行
ミ
サ
イ
ル
の
増
強
を
進
め
る
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
が
再
拡
大
す
る
中
、
命
と

健
康
を
守
り
、
格
差
拡
大
を
是
正
す
る
た

め
の
財
政
施
策
こ
そ
急
務
だ
。
歳
入
面
で

は
税
の
「
応
能
負
担
原
則
」
が
歪
ん
で
い

る
。
消
費
税
が
３
年
連
続
最
大
の
税
目
と

な
る
。
そ
の
一
方
で
、
大
企
業
へ
の
減
税

を
進
め
、
富
裕
層
に
対
す
る
金
融
所
得
課

税
は
手
つ
か
ず
だ
。

　

日
本
は
社
会
保
障
給
付
費
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
率
が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
と
比
べ
て
低
く

所
得
再
分
配
機
能
は
高
く
な
い
。
所
得
の

再
分
配
を
進
め
る
た
め
に
も
、
社
会
保
障

費
の
拡
充
へ
政
府
予
算
案
の
組
み
替
え
を

強
く
求
め
た
い
。

春夏秋冬

22
年
一
般
会
計
予
算
案

社
会
保
障
充
実
へ
政
策
転
換
を 12月度生涯研修

効率的な義歯調整を解説
昭和大・佐藤裕二氏が講演

大阪府に要望する小澤理事長と役
員ら＝12月15日、大阪府立福祉情
報コミュニケーションセンター


